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そうじゃ  議会だより
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一
般
質
問

一
般
質
問

答

事
故
を
起
こ
し
た
原
発
は
よ

く
な
い
が
、
そ
の
果
た
す
割
合
か

ら
、
す
べ
て
を
否
定
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
新
た
に
原
発
建
設

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。�

（
市
長
）

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
に
つ
い
て

問

原
発
に
替
わ
る
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
）
に
シ
フ
ト
す
べ
き
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
国
に
お
い
て
も

「
全
量
固
定
価
格
買
取
制
度
の
法

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
に
つ
い
て

問

福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故

か
ら
３
か
月
が
過
ぎ
た
。
原
発
の

「
安
全
神
話
」
は
も
ろ
く
も
崩
れ
、

レ
ベ
ル
７
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
事
故
に
匹
敵
す
る
最
悪
の
状
況

が
今
で
も
続
い
て
い
る
。
原
子
力

発
電
に
つ
い
て
の
見
解
と
、
新
た

に
建
設
予
定
の
山
口
県
上
関
原
発

に
つ
い
て
の
見
解
を
求
め
る
。

〈〈
大

熊

公

平
〉〉

❹
迎
合
主
義
、
バ
ラ
マ
キ
主
義
に

な
ら
な
い
た
め
に
、
行
政
執
行
部

は
こ
う
あ
る
べ
き
と
い
う
ポ
リ
シ

ー
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
の

た
め
に
我
々
は
、
信
念
と
情
熱
を

も
っ
て
行
政
に
取
り
組
む
。

�

（
市
長
）

危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

問

何
が
一
番
大
切
か
。

答

命
を
守
る
こ
と
。
有
事
の
際

は
常
識
と
法
律
に
と
ら
わ
れ
な
い

こ
と
で
あ
る
。�

（
市
長
）

が
り
や
す
い
と
思
う
。
こ
の
区
別

を
ど
う
考
え
る
か
。

答

❶
今
の
心
境
は
ま
だ
ま
だ
総

社
を
変
え
た
い
。
ま
だ
ま
だ
全
国

一
、
岡
山
県
15
市
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

を
目
指
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
２

期
目
の
選
挙
に
出
馬
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
❷
達
成
度
は
私
の
体

感
温
度
で
言
う
と
60
点
だ
。
❸
総

社
市
の
身
体
障
が
い
者
の
た
め
の

施
策
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
分
野
に
、
県
の
優
秀

な
方
を
迎
え
る
研
究
を
し
て
い
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問

❶
今
年
10
月
の
市
長
選
挙
に

２
期
目
の
出
馬
予
定
は
あ
る
か
。

❷
前
回
選
挙
で
の
公
約
は
、
ど
の

程
度
達
成
さ
れ
た
か
数
字
で
明
示

を
。
❸
市
長
は
、
国
と
比
較
し
て

岡
山
県
と
の
パ
イ
プ
が
細
い
と
言

わ
れ
る
が
、
今
後
の
対
応
は
ど
う

す
る
か
。
❹
市
長
の
言
う
地
域
主

義
政
治
は
、
と
も
す
る
と
大
衆
迎

合
主
義
、
バ
ラ
マ
キ
主
義
に
つ
な

〈〈
笠

原

武

士
〉〉

史
跡
に
指
定
、
発
掘
調
査
を
行
う
。

そ
の
際
に
は
、
県
の
教
育
委
員
会

と
も
連
携
す
る
。
古
代
吉
備
王
国

の
名
を
全
国
的
に
発
信
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
歴
史
的
価
値
が
高
い
。

サ
ン
ト
ピ
ア
の
観
光
資
源
と
し
て

も
期
待
を
し
て
い
る
。�

（
市
長
）

問

総
社
市
文
化
財
保
護
審
議
会

の
答
申
ど
お
り
、
名
称
を
「
一
丁

ぐ
ろ
古
墳
群
」
と
さ
れ
た
い
。

答

「
一
丁
ぐ
ろ
古
墳
群
」
に
つ

い
て
は
、
戦
前
に
編
集
さ
れ
た

「
吉
備
郡
史
」
に
記
載
を
さ
れ
て

い
る
。
審
議
会
で
は
「
指
定
に
値

す
る
」
と
の
答
申
が
出
さ
れ
、
教

育
委
員
会
で
「
一
丁
ぐ
ろ
古
墳

群
」
と
し
て
決
定
し
、
告
示
の
予

定
で
あ
る
。�

（
教
育
長
）

問

一
丁
ぐ
ろ
古
墳
群
を
は
じ
め
、

麻
佐
岐
神
社
、
正
木
山
、
そ
し
て
、

サ
ン
ト
ピ
ア
に
通
じ
る
山
道
の
整

備
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答

修
復
の
必
要
な
箇
所
が
か
な

り
あ
り
、
今
後
、
地
元
土
木
担
当

員
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
修
繕
を

加
え
て
い
き
た
い
。�

（
市
長
）

一
丁
ぐ
ろ
古
墳
に
つ
い
て

問

サ
ン
ト
ピ
ア
岡
山
総
社
付
近

の
古
墳
群
に
つ
い
て
、
総
社
市
と

し
て
今
後
、
ど
の
よ
う
な
方
向
へ

も
っ
て
い
く
の
か
。

答

一
丁
ぐ
ろ
古
墳
は
、
前
方
後

方
墳
で
四
世
紀
前
半
の
古
墳
だ
。

川
西
地
方
を
治
め
て
い
た
で
あ
ろ

う
豪
族
の
墓
で
あ
り
、
未
盗
掘
部

分
や
多
く
の
ミ
ス
テ
リ
ー
を
含
ん

で
お
り
、
市
教
育
委
員
会
が
市
の

〈〈
小

西

義

已
〉〉

一丁ぐろ古墳群保健センター屋上にある太陽光発電

防災機能を備えた常盤公園

制
化
」
と
発
送
電
分
離
、
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
の
議
論
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
地
方
か
ら
声
を
上
げ
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

持
続
性
の
あ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
こ
の
地
域
で

は
太
陽
光
発
電
が
最
も
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
る
。
普
及
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
補
助
を
維
持
し
な
が
ら
新

た
な
試
み
を
検
討
す
る
。
全
額
買

取
り
は
国
策
と
し
て
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
の
で
、
大
い
に
国
に

働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。�（
市
長
）

し
合
う
。
こ
れ
が
格
差
是
正
の
議

論
だ
と
思
う
。�

（
市
長
）

市
職
員
の
労
働
条
件
、

雇
用
形
態
に
つ
い
て

問

正
規
、
嘱
託
、
臨
時
職
員
の

構
成
比
率
は
ど
う
か
。
ま
た
、
非

正
規
職
員
の
労
働
条
件
の
改
善
、

格
差
是
正
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

嘱
託
１
３
６
名
、
臨
時
２
８

２
名
で
職
員
全
体
の
43
％
に
な
る
。

嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員
全
員
に
市

政
の
大
方
針
を
共
有
し
て
も
ら
う

勉
強
会
を
し
よ
う
と
思
う
。
各
部

各
課
に
お
い
て
も
、
み
ん
な
で
話

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

策
定
に
当
た
っ
て

問

今
後
、
防
災
意
識
の
向
上
に

ど
う
努
め
る
の
か
。
ま
た
、
福
島

原
発
の
事
故
は
、
自
然
災
害
に
よ

る
事
故
で
は
な
く
、
市
民
団
体
や

日
本
共
産
党
が
警
告
し
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
改
善
を
拒
み
続
け

て
き
た
結
果
、
起
き
た
人
災
で
あ

る
。
市
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

の
具
体
的
構
想
は
ど
う
か
。

〈〈
難

波

正

吾
〉〉

答

積
極
的
に
地
元
に
も
出
向
い

て
、
有
事
の
際
の
緊
急
連
絡
網
、

ま
た
、
防
災
に
対
す
る
考
え
方
の

説
明
を
し
た
い
。�

（
総
務
部
長
）

答

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
の
基
礎
自
治

体
の
大
変
重
要
な
役
割
に
な
る
と

思
う
。
し
か
し
、
市
の
財
政
を
考

え
る
と
、
実
績
・
成
果
の
な
い
も

の
を
実
施
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
今
の
と
こ
ろ
、
太
陽
光
が
有

効
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。

�

（
市
長
）

職員が撮影した被災地


